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ｒソフィアの歌」と大黒屋光太夫

生　田　美智子

は　じ　め　に

　「ソフィアの歌」という歌がある。１８世紀にロシアから帰還した大黒屋光太夫が日本に伝えた

ロシア歌謡をさす通称である。ところが，不里議なことに，ロシアに現存する１８世紀の歌集をひ

もといても ，管見のかぎり ，「ソフィアの歌」というタイトルの歌は採録されていない。しかも ，

「ソフィアの歌」のどこにもソフィアという名前はでてこない 。

　だが，日本では，光太夫ファンの間で「ソフィアの歌」という通称の普及度は高く ，大黒屋光

太夫の生涯をあつかった森川久美のコミッ クや五木寛之のテレビの紀行番組のタイトルにもなっ

ている。光太夫をめぐるエピソードの中で群を抜いて有名である。「ソフィアの歌」は光太夫の

境遇と似通った歌詞を持つロシア歌謡であるというのが諸家の一致した見方だが，それを作詞し

た人については意見が分かれる。このため，従来の研究は，光太夫の悲恋とロシア歌謡の作詞者

をめくっ て展開され，光太夫がそれにつけたとされる訳詞はほとんと考察の対象とならなか った 。

　光太夫は留め置かれていた薬草園で桂川甫周にこの歌を伝えた。将軍家斉の蘭方侍医である甫

周は，将軍臨席のもとで光太夫と磯吉の尋問をした後，幕府の密命をうけて，ロシア情報の聴取

に光太夫のもとに通っていた。『北様聞略』が完成すれば，光太夫が持ち帰った北方情報も封印

されることになる。光太夫は何を思ったであろうか。『北桂聞略』は幕府献上本である。光太夫

にとり ，幕府に意見がいえる最後の場であ った。光太夫の思いは『北桂聞略』にとのように反映

されているのだろうか 。

　「ソフィアの歌」を仔細に見れば，ロシア語歌詞と光太夫の訳詞との問には興味深いずれが観

察されるのだが，それはほとんどといっ ていいくらい着目されてこなかった。このずらしに光太

夫が訴えたかったことがこめられているように思われる。光太夫の訳詞を軽視しては，日露文化

交流史における「ソフィアの歌」の位置付けは十全なものにはならないであろう 。本稿は従来の

研究の視角からもれていた光太夫の訳詞におけるずれに隠されたメッ セージを読みとろうとする

ものである 。

（６４７）
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１　「ソフィアの歌」をめぐる諸説

　大黒屋光太夫はロシアから帰還，生きたロシアの体験者として，ロシアでの見聞内容を語った 。

みずからの経験に基づいているだけに，エピソードにいろどられ，持ち帰った品物に補強されて ，

かれの語るロシアの共時相はきわめて具体的で，いきいきしており ，対露認識を転回させること

となっ た。

　ロシアから光太夫が持ち帰ったそのような文物の中に「ソフィアの歌」が含まれていた。甫周

と光太夫は『北桂聞略』の中にそのロシア歌謡を採録している。それを引用しよう 。

光太夫が身のうへをブシが妹ソヒヤ ・イワノウナ歌につくりてうたひはやらかし，都下一般

にうたひけるとぞ。その唱歌は

ああたいつくや我他（ひと）の　国　皆々たのむアハ　スクシノ　メニヤ　ナツゾイ　ストロネ　フセネミロ
みなみなすてまいぞ　　なさけないぞやおまえがた　　なさけないぞやおまえがた　　見むきもせいで　　あち　ら　むく
フセ ッポステロ　ドルガメロワネト　ドルガメロワネト　ナギレテラテ　ヤナシウエタ

うらめしや　　つらめしや　いまは　なくばかり
チトッ ピワロ 　ウテシャーロ 　ヲトム　プラ ッチノ

　　　　　　　　　　１）
是は光太夫が訳せしなり 。

　桂川甫周は『北桂聞略』のなかで，ロシア語歌詞をカタカナで与え，光太夫の日本語訳を付け

ている。光太夫の証言によれば，この歌はブーシ（ツァールスコエ ・セロの庭園長）の妹であるソ

フイアがつくり ，それがサンクト ・ペテルブルグで流行したというのである。歌の題名はない 。

　管見の限り ，この歌をはじめて取りあげたのは，１９３４年，平岡雅英の『維新前後の日本とロシ

ア』である。平岡はｒ漂民を詠んだ小唄」という章を設け，ｒソフィア ・イワノウナといふ娘は ，

哀れな漂民の身の上を小唄に作って，都下　般にはやらせた」と光太夫の証言をそのままくりか

えしている。それだけではなく ，不完全な部分を残したものではあ ったが，ロシア人に先駆けて ，

　　　　　　　　　　　　　　　　２）
ロシア語歌詞の復元もこころみている 。

　一方，ロシアではＢ１Ｖ［コンスタンチーノフが，この歌についての論考を『ノーウイ ・ミー

ル』誌１９６１年第５号に掲載し，ロシア語歌詞を復元しただけでなく ，「ソフィアの歌」が１７９６年

のイワン ・ドミトリエフ編『ポケ ット民謡集』に採録された「ああ，やるせない，他国の空で」

という出だしをもつ題名のない歌と同一のものであることをつきとめている。作詞者に関する情

報はなかったが，１８５０年に出版された『］Ｏ．Ａ．ネレディンスキイ ・メレツキイ作品集』に類似の

歌が収められていることから，ソフィア ・イワノブナがつくっ た歌にネレディンスキイが少し手

を加えたのであろうと推測している。ネレディンスキイ ・メレツキイは他の作品でも同様のこと

をしているからだという 。さらにこの歌がデカブリスト詩人ルイレーエフとベストゥージェフ ・

マルリンスキイにより反農奴制のプロテストソングに作りかえられ，さらにその後は軍歌に変貌

　　　　　　　　　　３）
したことを明らかにした 。

　１９６４年，亀井高孝は『大黒屋光太夫』を書き，「ソフィアの歌」という章を設け，コンスタン

　　　　　　　　　　　４）
チーノフの論考を紹介した。さらに１９６６年，亀井は『文芸春秋』１月号に論文「ロシアでの光太

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４８）
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夫」を発表し，日本に残してきた「おしま」との悲恋に悩む光太夫のやるせない気持ちをソフィ

アがくみ取って詩人的感興の赴くままにうたいあげたのが「ソフィアの歌」であるとし，光太夫
　　　　　　　　　　　　　　　　５）
の悲恋とこの歌の主題をむすびつけた。翌１９６７年，亀井は『光太夫の悲恋』と題した本のなかで ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）ソフィアが作詞した歌がその後のさまざまなバージ ョン歌謡の本歌になっ たと推定している。光

太夫とおしまの悲恋という話題性ともあいまっ て， 「ソフィアの歌」という通称は，これ以後広

く用いられるようになっ た。

　１９６６年，中村喜和は，「あるロシア歌謡の歴史」という論文を発表し，「ソフィアの歌」を光太

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）夫のもたらしたテクストを含めたすべてのバリアントの総称と仮定した。かれはコンスタンチー

ノフが明らかにしたこの歌の歴史を新しい資料で補強しただけではない。１７９１年に再版が出たロ

シア民謡集の中にすでにこの歌が収録されていることを発見したのである。中村は，ソフィアが

光太夫と知り合ったのは歌集の初版が出た翌年に当たるので，ソフィアが光太夫のためにいかな

る歌もつくらなかったとはいえないが，ネレディンスキイ ・メレツキイがソフィア ・イワーノヴ

ナの作品の一部を借用したと考えることはできないとしている。中村は同時代の詩人ｎ．Ｍ．カ

ラバーノフの作品に対しネレディンスキイ ・メレッキイが作った「返し歌」が歌謡集に採録され ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
それが本歌となっ て， いくつものバリアントを生んだものと推定している。また，旋律はウクラ

イナ民謡の「おお，緑の……」（「わが乙女よ」）からとられたものであることを明らかにした 。

　１９６７年，コンスタンチーノフは，『今日のソ連邦』誌１９６７年２月１日号に発表した「ソフィア

の歌」という論文で，ソフィアが「この歌をつくるにあた って，当時すでにあ った民謡を本歌に

して，その歌詞をいくらか変えたのだ，といえなくもない」と ，中村の発見にこたえ自説を訂正

したが，ソフィアの作詞とする見解を捨てていない 。

　１９８７年，中村新太郎は『日本人とロシア人』の中で，光太夫モデル説を展開している 。「ソフ

ィアは，あわれな漂民の身の上を歌謡曲につくっ た。 この歌は，光太夫がペテルブルグ滞在中に ，

早くも民謡集にとりいれられ，歌いはやされたという 。たいそう長い歌であり ，その内容は，恋

いこがれあ った男女が，思いがけなく別れ，いつ再会できるか期しがたいかなしみを，恋人どう
　　　　　　　　　　　　　　　　１Ｏ）
しが問答式にうたう形式をとっ ている」。

　その後も ，光太夫をモデルにソフィアが作詞したとする説，ソフィアが当時の流行歌のなかで

光太夫の身の上にぴったりくるものを歌ってきかせたとする説，ソフィアが当時の流行歌を少し

つくりかえてうた ったとする説などがあり ，諸家の意見は一致をみていない 。

　本稿では，「ソフィアの歌」を「光太夫が伝え，桂川甫周が書き写した『北桂聞略』採録のロ

シア歌謡」と定義することにする。「ソフィアの歌」のロシア語歌詞を復元し，オリジナルの歌

詞と光太夫の訳詞とを比較したいが，その前に，まず１８世紀後半ロシアの音楽文化状況を一瞥し

ておこう 。

２　１８世紀後半ロシアの音楽文化における新風

　光太夫が滞在していた頃のロシアの音楽文化はどのような状況にあ ったのだろう 。大きくいっ
　　　　　　　　　　　　　　１１）
て次のような特徴があ ったと思う 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６４９）
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　第１は，ロシアにおける１８世紀後半は音楽と詩歌が合体した音楽詩歌文化の嵐のような発達の

時期である。１８世紀の卓越した詩人で，多かれ少なかれその作品が歌にならなかったような詩人

はいないといわれる。詩は散文と違って，声に出すことを則提とする。詩が優勢であ った１８世紀 ，

文学は深く音楽とかかわっていた 。

　第２は，ロシア歌謡の生成である。ロシア歌謡とは，世俗的なロマンスで，何らかの楽器，た

とえば，クラブサン，ピアノ ，グースリ ，ギターといっ た楽器の伴奏をともなう単旋律のソロの

ための歌である。もっともジャンルとしてのロマンスそのものはそれ以前からロシアで根付いて

いたが，カント（器楽伴奏なしの多声，おもに三声の歌）全盛期には「アリア」といわれていた 。

「ロシア歌謡」という用語がはじめて用いられたのは，１７７４年，雑誌『音楽の楽しみ』であ った

とされる。それ以来「ロシア歌謡」という用語は多種多様な叙情歌謡をさすのに用いられるよう

になっ た。 すなわち，本来の民謡，民謡を模倣した流行歌，「最新の俗謡」と１８世紀には呼はれ

ていた都市の商人の流行歌，古典詩人の牧歌，１８世紀末詩人のセンチメンタルな恋愛歌などを包

含していた。一見すると不定形に見えるこのタームは，ロシアの世俗的ロマンスの源泉と種類の

多様性を反映している。人々はそれぞれの分野でそれぞれの歌の世界をもつようになっ たのであ

る。

　第３に，次々と歌集が出版され，広く普及した。記念碑的な歌集としては，１７７０年一７４年に ，

Ｍ． ハ． チュ ルコフの『さまざまな歌の歌集』４巻が出版された。それは，１７８０－８１年にＨ．〃．ノ

ウィコフにより『恋愛，牧童，コミ ソク ，庶民，コラール，婚礼，クリスマス週問の歌を内容と

し， さまさまなロシアのコメティやオペラからの歌を添えた最新ロシア歌謡全集』６巻として改

訂増補出版された。これらの歌集には民謡とならんで，ロシアの詩人のつくっ た歌も（だれの著

作かを明記せずに）採録された。楽譜つきの歌集も出版されるようになっ た。１７７６－９５年にはＢ

¢． トゥルトフスキイの『楽譜つきのロシア庶民の歌謡集』４巻が出版された。１７８１年には¢

メイエルの『書籍商¢．メイエルの資金により出版された最良のロシア歌集』が出版された 。

　なかでも光太夫が滞在した１７９０年代には多くの歌集が出版された。思いつくままに列挙すると ，

１７９０年には，『新ロシア歌謡集または恋愛，輪舞，牧里，舞踊，演劇，ジプシー 小ロシア，コ

サッ ク， クリスマス週間，庶民の歌ならびに現在の戦争における敵の敗北を記念した歌謡，その

他さまざまな機会にちなんでつくられた歌１４５曲　第１部』が出版された。同年，Ｈ．Ａ．リボフ

と〃．ｒ．プラチの共著である『イワン ・プラチの採録による楽譜付きロシア民謡集』がでている 。

翌１７９１年には，すでに述べた『新ロシア歌謡集＜中略〉１４５曲　第１部』が再版され，その続編

である『新ロシア歌謡集＜中略〉１４２曲　第２部』が出版された。翌１７９２年にはＭ．ポポフの

『ロシアのエラトまたは最良最新のロシア歌謡選』が出ている 。１７９５－９６年には，Ｈ．Ａ．ゲルス

テンベルグの『音楽愛好家のための１７９５年度ポケ ット本』と『音楽愛好家のための１７９６年度ポケ

ット本』が出版された。同９６年には，〃．ドミトリエフ編『ポケ ット歌謡集，もしくは最上流社

会と庶民の歌集成』が出ている 。１７９７－９８年には，〃．ハ．ゲルステンベルグが¢．Ａ．ディトマル

と共著で『歌謡集または出版者が採録した古いロシア民謡と新しいロシア民謡，ピアノのための

同様の歌全集』を出版している 。１７９５－９９年にはＯ．Ａ．コズロフスキイの『ロシア歌謡集』４冊

本がでている 。

　第４に，替え歌の流行である。ポピュラーな民謡あるいは流行のロマンスのメロディを用いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６５０）
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替え歌をつくることが１８世紀後半のポエジーにとっ て流行現象となっ た。 旋律と歌詞が同時に新

しくつくられるものもあ ったが，流行歌の多くは既成の旋律にあわせて，歌詞がつくられた。詩

人は旋律を示すことで，読者に歌うことを提案したのである。このような曲に対する指示がはじ

めて雑誌に出たのは６０－７０年代のことであ った。とくに９０年代の出版物には替え歌の指示が多か

ったという 。人々は印刷された流行歌の歌詞を見て，それを替え歌としてうたい，流行歌をたの

しんだのである 。

　第５に，ロシアの音楽文化とウクライナの音楽文化の相互豊饒化がおこなわれた。ウクライナ

のテーマがロシアの作曲家の創作に取りいれられたり ，ウクライナの民謡がロシアの音楽雑誌や

歌集に直接収録された。たとえば，すでに述べたトゥルトフスキイはウクライナの出身で，ロシ

ア宮廷のグースリ奏者兼歌手であ った。かれはロシアとウクライナの民謡を集め，編曲し，演奏

もした 。

　以上のような１８世紀後半ロシアの音楽文化状況の特徴を視野にいれた上で，光太夫が持ち帰 っ

た「ソフィアの歌」をながめ直すと ，流行歌としての特徴が鮮やかによみとれる 。

　第１に，この歌は流行の「ロシア歌謡」である。第２に，この歌は再三ロシア歌謡集の中に採

録されており ，歌集出版がブームであ ったことをうかがわせる。第３に，この歌には「わが乙女
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
よ」の替え歌であるとの指示がついている。第４に，「わが乙女よ」（「ああ，森よ ，森，緑の森よ」）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
はウクライナ歌謡であり ，この歌はロシアとウクライナの文化的豊饒化の典型例である 。

　以上のように，ウクライナ文化とロシア文化，口頭伝承文化と出版文化というハイブリット

（異種混合）な特色をもつ流行歌を，光太夫は日本に紹介したといえる 。

３　「ソフィアの歌」のロシア語歌詞

　「ソフィアの歌」のロシア語歌詞の復元は，平岡雅英，Ｂ．Ｍ．コンスタンチーノフ，中村喜和

が， すでにおこなっ ている。このうち定説となっ ているのは，コンスタンチーノフの歌詞である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
岩波文庫の『北桂聞略』の注もこれを採用している 。それを引用しよう 。
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ＡＰｙｒａ　Ｍ班皿ｏｒ０ＨｅＴ
，

ＡＰｙｒａ　Ｍ皿Ｉｏｒ０ＨｅＴ
，

Ｈｅ　ｍ叩ｅＩ６ｂＩ河Ｈａ　ｃＢｅＴ

１二…［Ｔ０６ｂＩＢａ工ｏ　ｙＴｅ】］二【ａ■ｏ
，

ＯＴ０ＭｎＪＩａＨｙＨ

まず，ロシア音のカタカナ表記から見てみよう 。カタカナ表記に対応するロシア語がないもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６５１）



　２４　　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第６号）

もあるが，この歌．は光太夫が伝えた歌を桂川甫周が書き取ったということを忘れてはならない 。

甫周は光太夫からきいた歌詞を書きとめ，将軍に献上する前に清書したであろう 。清書の際に ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見むきもせいで　　あちらむく
よく似た字形のカタカナを書き違える可能性がある。第一は，ｒナギレテラテ　ヤナシウェタ」

であるが，ｒナギレテラテ」はｒナ　ギレデラ　ブ」であろう 。ｒテ」とｒデ」は，濁点の有無の

ちがいである。江戸時代は，濁点の有無はコンテクストにゆだねられることが多か った。また
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　ら　め　し　やｒテ」とｒブ」は形状がよく似ているので，まちがえたのであろう 。第二に，ｒチトッ ピワロ」は

ｒチト　ビワロ」の転写問違いであろう 。ｒピ」とｒビ」は半濁点と濁点がちがうのみである。第
　　　い　ま　は　　な　く　ぱか　り
三は，ｒヲトム　プラ ッチノ」はｒヲトム　プラ ッチ　ヤ」の問違いであろう 。ｒヤ」とｒノ」も

字形がよく似ている 。

　次に，ロシア文字による復元であるが，唯一カタカナ表記と不整合をみせているのは，＜Ｈｅ

ｍ叩ｅＪＩ６ｂＩ　ａ　Ｈａ　ｃＢｅＴ＞である。中村喜和はカタカナ表記が「ラ」になっ ているので，ロシア語

動詞の形を女性形＜ｍ叩ｅ皿ａ＞に改めるべきであるとしたが，筆者も光太夫が伝えた音形から判

断して中村の指摘は正しいと思う 。ただし，その場合には歌全体が女性の立場で歌われたものに

なっ てしまう 。

　光太夫が伝え，甫周が書き取ったロシア語歌詞だけでは，オリジナルのロシア語歌詞を特定で

きない。さらに，当時のロシア歌謡と照らし合わせておかなければならない 。

　現在のところ，最初のバージ ョンとみなされるのは，１７９０年の歌集に収録されている２４番の歌

である（９０年バージ ョン）。 光太夫がペテルブルグにくる１年前のバージ ョンである。作詞者や旋

律に関する情報はまっ たくないが，返し歌であるとの指示がついている。全体像をつかむために ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
相聞歌となっ ている２３番と２４番を引用することにする。ただし，正書法は適宜現行のものにあら

ため，該当歌詞はゴチ ック体にした 。

　　２３　　　　　　　　　　　　　　　　２３番

　　Ａｘ　ｌ　Ｔ０皿Ｈ０ＭＨｅ　　　　　　　　　　　ああ １　やるせない

　　Ｈａ　ｃＢ０ｅ芳ｃＴ０ｐ０Ｈｅ，　　　　　　　　自分のくににありながら，

　　○冊ｅ３ｘａｅ皿ｂ　　　　　　　　　　　立ち去るのね ，

　　ｎＯＫ岬ａｅ皿Ｂ　　　　　　　　　　　　見捨てるのね ，

　　ｌＶ［畑ｃｅｐＡｅ珊ｏ並Ｍｅ朋　　　　　　　愛しい人は，私を 。

ｒ０ＪＩｙ６ｗＫＴｂＩＭ０削

Ｐａ３皿ｙＨａＩｏｃＢ　ａ　ｃ　Ｔ０６ｏ首
，

３Ａｅｃｂ　Ｈｅ６ｙＡｅ皿ｂ
，

ｎ０３ａ６ｙＡｅＩ皿ｂ
，

１二

ＩＴ０６ｂＩ皿ａ打ＴＢ０Ｈ

愛しいあなた！

あなたと別れる私 ；

あなたはここにいなくなり ，

忘れてしまうのね ，

私があなたのものであ ったことを 。

ＡＨＭ０ＪＩｏＡａ

ＢｙＡｙ　ＩＩ０ＭｌＨ〃Ｔｂ　ＢｃｅｒＡａ
，

ＫａＫ　ｃ０ＭＨ０Ｉｏ

ＣＭ０皿ｏＡｏ肥

私はうら若く

いつまでも憶えているわ ，

私と

　うら若い私と ，

（６５２）



ｌＭ〃■０Ｂａ■ｃ且ＡＰｙ）Ｋ０Ｋ

ＡＯｐ０〉ＫＫ０並ｎ０抗Ａｙ

Ｂ０３ｅ皿ｅＨ０Ｍ　ｃａＡｙ
，

Ｈ■〃ＣＴＯＨＫ〃

Ｈ耳ＢｅＴＯＨＫ〃

Ｂｃｅ　ｎｏ６皿ｅＫＨｙＴ，Ｍ０首ｃＢｅＴ

「ソフィアの歌」と大黒屋光太夫（生田）

　　　　　　　あなたが愛しあ ったことを 。

小道を行けば

緑なす庭なのに ，

葉も

花も

すべて色槌せてしまう ，恋人よ 。

２５

Ａ叩ｅＴｂＩｃＡＰｙｒｏ抗
，

ＣＢｂＩＫＨｅｍｂｃ貝，ＡＰａｒｏ抗
，

ＢＡＨｘｏｃｅＨＨ〃

耳Ｈ〃ＢｅＣｅＨＨ〃

ＴａＭ　ｎｐｏｒＪＩ且ＨｙＴ　Ａ■ａ　Ｂａｃ

Ｂ３ＡｏｘＨ〃ｏ６０ＭＨｅ

Ｈａ　Ｈｙｘｏ坊ｃＴ０ｐ０Ｈｅ
，

Ｂ３ＡｏｘＨｙＢｍ〃

Ｂｃｎ０Ｍ且ＨｙＢ皿皿
，

ｎｐｏｃ皿ｅ３班ｃ河ｘ０Ｔｂ　ｐａ３

ＡＨＡ皿ＨＴｅ６ａ

〃３ｃｙｍｙ　Ｂｃ則ｃｅ６ａ
，

ｎｏ　ｐａ３ＪＩｙＫｅ

ＢｙＡｙ　Ｂ　ｃＫｙＫｅ

■皿皿ｂ　Ｔｅ６Ｈ　Ｂｃｎ０Ｍ〃ＨａＴｂ

あなたが他の女性を

受け入れれば，恋人よ；

秋の日にも

小春日和が

あなたがたのために現れる 。

私を思って嘆いてよ

他国の空で；

ため息をつき ，

昔を思いだして ，

せめて一度は涙をながして 。

あなたゆえ，私は

身をこがすでしよう ；

はなればなれで ，

うれいのなか

あなたを思い出してばかり 。

２４　０ＴＢｅＴ

Ａｘ，ｒｐｙｃＴＨ０ＭＨｅ

Ｈａ　Ｈｙｘｏ材ｃＴ０ｐ０Ｈｅ，

Ｂｃ６Ｈｅ　Ｍ〃皿ｏ
，

Ｂｃｅ　ｎｏｃＴｂＩＪＩｏ
，

ＣＯ　ＭＨ０抗Ｍ班工ｂ睨ＨｅＴ

２４番　返し歌

ああ！　悲しい

他国の空で！

すべてが気にくわず ，

すべてがいやだ ，

愛しい人はそばにいない 。

３Ａｅｃｂ　Ｍ班皿ｏ抗Ｍ０ｅ抗ＨｅＴ
，

ｎＯｃＴｂｍ　ＭＨｅ６ｅ■０首ｃＢｅＴ

て１［Ｔ０６ｂＩＢａＪＩｏ

ｙＴｅ皿ａＪＩ０
，

ＴｅｎｅｐＢ　ｎＩａＨｙ　Ｏ　ＴＯＭ
，

わが愛しい人はここにいない ，

この世にはうんざりだ；

　かつてしばしぱ

　なぐさめられたこと ，

今はそれをしのんで泣く 。

（６５３）



２６

Ａｘ－Ｍ〃皿ａａ　Ｍ０ａ，

ＯｃＴａ■ａｃｂ０Ｔ　ＭｅＨ見
，

ｒＩｐ０丁班Ｂ　ＢＯＪＩ〃

ＢＴ亘ｘＫ０抗Ａ０ＪＩｅ

ＢｙＡｙ　ｘ〃Ｔｂ６ｅ３Ｔｅ６且

立命館経済学（第４６巻 ・第６号）

　　　　　ああ！　恋人よ！

　　　　　置き去りにされた人よ；

　　　　　心ならずも

　　　　　つらいさだめに

　　　　　君なしで生きよう 。

ＫｙＡａ　Ｈｅ　ｎｏ如ｙ

ａ　Ｔｅ６ａ且ｅ　Ｈａ如ｙ ，

ｎＯＣＴｂＩＪＩｂＩ

１ｌ；４Ｈｅ　Ｍ〃Ｊ【ｂＩ

Ｂｃｅ　ＭｅｃＴａ６ｅ３Ｔｅ６Ｈ

どこへ行こうと

君はいない；

いやだ

気にくわない

君なしではすべての所が。

ＨｅＴ　ＡＰｙｒｏ並Ｈ〃ＫａＫ０首
，

ＰａＢ亘ａ皿ａｃｂ６ｂＩ　ｃ　Ｔ０６ｏ並
，

Ｂ３ＡｂＩｘａ則
，

Ｂｃｎ０Ｍ〃Ｈａ則
，

ＫａＫ６ｂＩ■ａ　ＴｂＩ　ｃ０ＭＨ０立

いかなる女性も

君とは比べられないだろう ；

溜息をついては ，

思い出す ，

君とともにすごした時を 。

ｎＰｅＡｃＴａＢ皿ａＩｏ　ｃｅ６ｅ
，

ｒ０Ｂ０ｐ班皿ｂ６ｙＡＴ０Ｍ亘ｅ
，

３ａ６ｂＩｌＢａＩｏｃｂ
，

ＯＴＫ■班Ｋａ則ｃｂ
，

Ｈａ　ＴＢ０苛ｒｏ皿ｏｃ　Ｂｅ３Ａｅ

思い浮かぶは ，

語りかけてくる君の姿 ；

われを忘れ ，

こたえる ，

君の声にいずこでも 。

＝ＭＨｅ　ＢｃａＫ０抗ＡｅＨｂ

ＴＢ０ａ　ＭＨ〃Ｔｃ亘ＴｅＨｂ
，

０６ｅｐＨｙｃａ
，

Ｏｒ皿ａＨｙｃＨ
，

Ａｘ，ＨｅＴ　Ｈ〃Ｋ０ｒｏ

くる日もくる日も ，

浮かぶは君のおもかげ；

振り返えれど ，

振り向けど ，

ああ！誰もいない 。

３Ａｅｃｂ　Ｍ〃皿ｏ並Ｍ０ｅ抗ＨｅＴ
，

ｎＯ如ｙ３ａ　Ｈｅ坊ＢＯ　Ｃ皿ｅＡ

ｒＡｅ６亘班ＫｐｂＩ兀ａｃｂ
，

Ｈ班Ｔａ班工ａｃｂ
，

ＣｅｐＡ耳ｅ　ｃＫａｘｅＴ　ＭＨｅ　Ｉ１ｙＴＢ

恋人はここにいない ，

彼女の足跡をたどろう ：

どこに潜もうと ，

かくれようと

恋心が道を告げよう 。

Ｈｅ　Ｍｌ〃皿ｏ　
ｙｘｅ　Ｈ班叩ｅ ，

ｒｐｙｃＴｂ　ｐａＢＨａ　ＭＨｅ　Ｂｅ３＾ｅ
，

すでにいずこも気にくわない ，

　どこでも僕には悲しみ；

（６５４）



ｎｏｐａ〉ＫａｅＴ
，

Ｐａ３■ｙＨａｅＴ

ＰＯＫ　ｘｅｃＴＯＫ０方ＭｅＨ且

「ソフィアの歌」と大黒屋光太夫（生田）

　　　　　　　いためつけ ，

　　　　　　　ひきさく

　　　　　　　残酷なさだめが僕を 。

２７

ＣＢｅｐ皿〃ＪＩｏｃＢ　Ｂｃｅ　ｃ０ＭＨ０抗
，

Ｐａ３ＩｙＨ〃ＩｃＨ　ｃ　ＡＰａｒｏ沃
，

ＣｅｐＡ耳ｅ　ｐＢｅＴｃＨ
，

ｌＭ
ｂＩｃ皿ｂＭ亘ＴｅＴｃＨ ，

＝Ｍ〃ＨＯＢａＩＣＨ　ｎＯＫＯ抗

あらゆることがあ った ，

恋人と別れた；

心は破れ ，

思いはみだれ

やすらぎは去 った 。

Ｈａ　ｃＢ０ｅ首ｃＴ０ｐ０Ｈｅ

Ｈｅ３ａ６ｙＡｂ０６０ＭＨｅ
，

Ｂ３ＡｂＩｘａＢ皿〃

Ｂｃｎ０Ｍ〃ＨａＢ皿〃
，

ＢｙＡｂ　ＴａＫｘｅ　ＢｅｐＨａ　ＭＨｅ

自分のくににいても

僕のことを忘れないで

思いなげき

昔をしのび

貞淑なままであ っておくれ

　この歌の２４番の第１節と第２節が「ソフィアの歌」に似通っている。異郷に旅止つ男性を慕う

女性の歌（２３番）にこたえて，異郷にいる男性が故郷に残してきた女性を恋しがる歌（２４番）で

ある。日本に残してきた「おしま」を慕う光太夫の気持ちとぴったり重なる。だが，個々の詩句

が示す音は光太夫が覚えて帰 ったものとは，かなり違う 。

　光太夫が覚えてきたロシア語歌詞は，翌１７９１年に出たこの歌集の続編（第２部）に探録されて
　　　１６）
いる６３番との類似性がはるかに高い。それを引用しよう 。該当個所はゴチ ック体とする 。

Ａｘ－Ｔ０ｍＨ０ＭＨｅ

Ｈａ　Ｈｙｘｏ抗ｃＴ０ｐ０Ｈｅ，

Ｂｃｅ　Ｈｅ　Ｍ〃ＪＩｏ
，

Ｂｃｅ　ｎｏｃＴｂｍｏ

耳ｐｙｒａ　Ｍ〃■ａｒＯ　ＨｅＴ

ああ！　やるせない

他国の空で！

すべてが気にくわず ，

すべていや

恋しい人はいない 。

Ａｐｙｒａ　Ｍ〃ＪＩａｒＯ　ＨｅＴ
，

Ｈｅ　ｍ叩ｅ兀ａ６ａ　Ｈａ　ｃＢｅＴ
，

工ＩＴ０６ｂＩＢａ皿ｏ

ｙＴｅｍａ皿０
，

ＯＴ０ＭｎＪＩａＨｙＴｅｎｅｐｂ

恋しし 、人はいなし、
，

世の中見るもいとわしい ，

かつてしばしぱ

なぐさめられたこと ，

それをしのんで今は泣く 。

Ｂ皿肥６〃Ｍ０Ｍ皿ｅｃＫｙ

ａ　ｎ〃ＴａＩＯ　ＴＯＣＫｙ
，

Ｂｃｅ皿班ｃＴ０ＨＫ〃
，

お気にいりの森で

　うれいにしずめば ，

いずれの木の葉も ，

（６５５）



２８　　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第６号）

　Ｂｃｅ　ＫｙｃＴ０｛Ｋ班，　　　　　　　　　　　いずれの木立も ，

　ＴａＭ０６Ｍｍ０ＭＭ＝ＨｅＴＢｅｐ岬丁 　　　　恋しい人のことを語っている 。

＝［［ｐｅＡｃＴａＢ且ｃａＭ０並
，

ＨＴＯＣ岬皿ＴＭｍＯ立Ｍ０首
，

３ａ６ｂＩＢａＩｏｃｂ
，

ＯＴＫ皿〃Ｋａ則ｃｂ

１二

ＩａＣＴＯ　Ｈａ　ｒＯ皿ＯＣ　ＴＢ０首

思い描けば，

恋しい人がいる ，

われをわすれ ，

こたえる

しばしばあなたの声に 。

Ａｘ！叩ｅ　Ａａｐａｒｏ首

ＣＢｂＩＫａｅＴｃａ　ｃ　ＡＰｙｒｏ立
，

ハＨ班ＯＣｅＨＨ班

４ＪＩａ　ＢｅＣｅ皿ｂａ

ＴａＭ　Ｉ１ｐｏｒ皿ＨＨｙＴ　ＡＪ睨Ｂａｃ

ああ！　あなたが

他の女性を受け入れれば ，

秋の日が

なぐさめようと

あなたがたのために現れる 。

Ａｘ－Ｔ０皿Ｈ０ＭＨｅ

Ｈａ　ｃＢ０ｅ並ｃＴ０ｐ０Ｈｅ

Ｃ皿ｅ３ｂＩ皿ｂＩ０Ｔｃａ
，

Ｈｅ　ｙ芳ＭｙＴｃａ
，

ＢＨ〃ｘ０ＴｐａＡａＭ０Ｈ

ああ！　やるせない

自分のくににありながら ，

涙がながれて ，

とまらない ，

泣くことが私のなぐさめ 。

Ａｘ，ＫａＫ－Ｔ０ＭＨｅ　ｘｍｂ ，

Ａｘ，ＫａＫ－Ｔ０ＭＨｅ　Ｔｙｘｍｂ ，

ＯＴ玉ｅ３ｘａｅＴ

ｎＯＫ岬ａｅＴ

ｌＭ皿皿ｃｅｐＡｅＨＨ０抗ＡＰｙ）Ｋ０Ｋ

ああ！　どう生きればいいの ，

ああ！　どう嘆けばいいの ，

立ち去るのね

見捨てるのね

愛しい友は 。

ｒｏ皿ｙ６｛〃Ｋ　ＴＨ　Ｍ０苛
，

Ｐａ３皿ｙＨａＩｏｃｂ見ｃ　Ｔ０６ｏ並
，

ｒＡｅ　Ｈ〃６ｙＡｅＴ

Ｈｅ３ａ６ｙＡｅＴ
，

１ニヨ［Ｔ０６ちＩ皿ａ見ＴＢ０Ｈ

恋しいあなた ，

あなたと別れる私 ，

どこにいようと

忘れないで ，

私があなたのものであ ったことを 。

Ａ貝Ｍ０皿ｏＡａ

ＢｙＡｙ　ｎ０Ｍｌ１…ｍＴｂ　Ｂｃｅ叩ａ
，

ＫａＫ　ｃ０ＭＨ０則

ＣＭ０皿ｏＡｏ則

Ｍ〃皿０Ｂａ■ｃａ　ＡＰｙ）Ｋ０Ｋ

私はうら若く

いつまでも憶えているわ ，

私と

うら若い私と

あなたが愛しあ ったことを 。

（６５６）



ハｏｐｏ）ＫＫ０並ｎｏ抗Ａｙ

Ｂｅ３Ｔｅ６Ｈ　Ｂ０ｃａＡｙ
，

Ｂｃｅ■〃ｃＴ０ＨＫ〃
，

Ｂｃｅ　ＫｙｃＴ０ＨＫ〃
，

Ｂｃｅ３ａ６皿ｅＫＨｙＴ６ｅ３Ｔｅ６Ｈ

「ソフィアの歌」と大黒屋光太夫（生田）

小道を行けば

ひとりで歩く庭は

いずれの木の葉も

いずれの木立も

あなたなしではすべて色複せる 。

２９

Ｂ３ＡｏｘＨ〃ｏ６０ＭＨｅ

Ｂ０Ｈｙ〉Ｋ０並ｃＴ０ｐ０Ｈｅ
，

Ｂｃｎ０Ｍ打ＨｙＢｍ〃
，

Ｂ０３ＡｏｘＨｙＢｍ〃

Ｘｏ朋ｃ皿ｅ３Ｋｙ　ｎｐｏ皿ｅ抗

私を哀れんでよ

他国の空で ，

思いだして ，

溜息をついて

せめて一粒涙をながして 。

Ａ且Ｍ０皿ｏＡａ

Ｃｙ皿ｙ　Ｂｃｅ　ｃｅ６ａ
，

ａ　Ｂ　
ｐａ３皿ｙＫｅ

ＢｙＡｙ　Ｂ　ｃＫｙＫｅ

ＯＴｅ６ｅＢｃｅＢｃｎＯＭ〃ＨａＴｂ

私はうら若く

身をこがし；

別れても

うれいのなか

あなたを思っていることでしよう 。

Ａｘ－Ｔ０皿Ｈ０ＭＨｅ

Ｈａ　ｃＢ０ｅ並ｃＴ０ｐ０Ｈｅ
，

Ｂｃ６Ｈｅ　Ｍ〃■ｏ
，

Ｂｃｅ　ｎｏｃＴｂｍｏ
，

皿ｐｙｒａ　Ｍ〃ＩａｒＯ　ＨｅＴ

ああ！　やるせない

自分のくににありながら

すべて気にくわず ，

すべていや ，

恋人はいない

ＡＰｙｒａ　Ｍ〃Ｉａｒ０ＨｅＴ

ａ　ｎ０如ｙ３ａ　Ｈ〃Ｍ　Ｂ　Ｃ皿ｅＡ
，

ｒＡｅ６Ｈ〃ｃＫｐｂＩ皿ｃ且
，

Ｈ〃丁舳皿ｃＨ
，

ＣｅｐＡ耳ｅ　ｃＫａｘｅＴ　ＭｌＨｅ　ｎｙＴｂ

恋人はいない ，

あの人の足跡をたどろう ，

どこに隠れようと ，

ひそもうと ，

恋心が道を告げる

　この歌の出だしの１節，２節は，「スクーシノ（たいくつ）」が「トーシノ（やるせない）」にな

っている以外，光太夫が紹介したロシア語歌詞と同一だといっ ていい。歌全体は，９０年バージ ョ

ンのような男女の相聞歌ではなく ，女性の嘆きの歌になっ ている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
　「ああ，やるせない」という歌には，今ひとつ男歌（１７９６年）バージ ョンがある。紙数の関係で ，

出だしの１節と２節のみを引用する 。

Ａｘ，Ｔ０ｍＨ０ＭＨｅ

Ｈａ　ｃＢ０ｅ坑ｃＴ０ｐ０Ｈｅ；

ああ！　やるせない

他国の空で；

（６５７）




